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日本のマンガやアニメが世界中で人気があることはよく知られています。しかし

日本の小説も外国で人気だということを知っていましたか。 

 

 

昨年、王谷晶さんの「ババヤガの夜」がイギリスの

文学賞ダガー賞翻訳部門を受賞しました。イギリスでは

2024 年の翻訳小説売上上位 40 作品のうち、43％が日本

の小説だったそうです。 

 

そしてそのダガー賞の最終候補にもなっていた柚木麻子さ

んの「BUTTER」はイギリスで 26 万部、アメリカでも

10 万部を超えるベストセラーになっています。 

 

 

1990 年代には吉本ばななさんや村上春樹さんが注目を

集めました。そして現在のブームにつながる火付け役とさ

れている作品が村田沙耶香さんの「コンビニ人間」

です。第 155 回（2016 年上半期）の芥川賞を受賞し、

44 の国と地域で翻訳されています。 

 

 

 

この小説は、普通ではない人とみなされ生きてきた主人公がコンビニ店員として

だけ"普通"でいられる姿を描いています。この作品に代表されるように、社会の生き

づらさを表現している点が普遍的テーマとして外国でも共感を呼んでいる理由の一

つだと思われます。 

 

『コンビニ人間』 

(Convenience Store Woman) 

村田沙耶香 著 

文藝春秋 913.6-ム 

『ババヤガの夜』 
(The Night of Baba Yaga) 

王谷晶 著 河出書房新社 

913.6-オ 

『変な絵』 
(Strange Pictures) 

雨穴著 飛鳥新社 

913.6-ウ 

他にも雨穴さんの「変な絵」といったミステリーか

ら、有川浩さん「旅猫リポート」、川口俊和さん

「コーヒーが冷めないうちに」などの心温まる作品

（Comfort Books/コンフォート・ブックスとも呼ばれ

る）まで、幅広く受け入れられています。 

 

これからも世界で読まれる新たな日本小説が生まれるこ

とでしょう。それらの作品を通して、外国の方々と文化の

違いを越えて交流できたら、素敵ですね！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
参考資料: 日本経済新聞 2025 年 9 月 2 日「令和の芸術家、海外へ 1」、東京新聞 2026 年 1 月 26 日「あの人に迫る”竹森ジニー 

日本文学の英語翻訳者”」、産経新聞「週刊学ぼう産経新聞」(https://www.sankei.com/article/20251007-

UA5PQD3GSNJVXKUDQ2LY6EHSTU/?outputType=theme_nie)、読売新聞オンライン「日本の小説 海外で絶好調 

」(https://www.yomiuri.co.jp/culture/book/articles/20250218-OYT8T50096/) 

『BUTTER』 

柚木麻子 著 

新潮社 913.6-ユ 

 

梶井真奈子（カジマナ）は

男たちの財産を奪い殺害した

容疑で逮捕される。記者の里

佳はカジマナの取材を続ける

うちに影響を受けて変貌して

いく。社会を覆うジェンダー

の問題を描いて世界で 100

万部を突破。 

『旅猫リポート』 

有川浩 著 

文藝春秋 913.6-ア 

 

青年サトルと元野良猫のナナ

は 5 年間一緒に暮らしてき

た。しかしサトルのある事情か

ら新たな飼い主を探す旅に出

る。古い友人たちに出会ううち

にサトルの事情が明らかになり

… 猫のナナ目線で描かれる切

なくも温かい旅の物語。 

『コーヒーが冷めない

うちに』 

川口俊和 著 サンマーク出

版 913.6-カ 

 

過去に戻れる喫茶店「フニ

クリフニクラ」。戻れるのは

コーヒーが冷めるまでの間だ

け、そして現在を変えること

はできない。それでも思いを

抱えた人々は、今日も喫茶店

を訪れる。 

 

  
令和 8 年 6 月号  ビートルズがやっ

てきた!(60 年前) 



★★  LibFinder を活用しましょう！ ★★ 
 
右の QR コードを読み込んでアクセスしパスワードを入力
すれば、新着図書をチェックしたり開館スケジュールを確認
したりできます。 

パスワード:  

※開館スケジュールは変更される場合があります 

6 月 11 日は「学校図書館の日」です。全国学校図書館協議会によって制定

されました。三商図書館では特設コーナーや季節の展示等を設けて、魅力的な

図書館を目指しています。ご来館お待ちしています！ 

6 月 11 日

『学校図書館の日』

本屋大賞展示 七夕の笹展示 

新着本展示中!! 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土 

 1 2 3 4 5 6 
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21 22 23 24 25 26 27 

28 29 30 31    

６ 月 の カ レ ン ダ ー 

８：３５ ～ １６：４５ 

１３：３５ ～ １６：４５ 

閉 館 

 「青天」若林正恭 著 文藝春秋 913.6-ワ 
 
主人公アリは高 3 でアメフト部を引退、次の目標を持てずにいた。不

良の真似事をしても中途半端になる中、後輩に声をかけられアメフトと

もう一度全力で向き合うため、部活に戻っていく。オードリー・若林初

の小説。 

「ビバリウム」小松成美 著 Ado 原作 KADOKAWA 
913.6-コ 
 
歌い手・Ado の半生を、本人の言葉をもとに小説化。幼少期や学生時

代の経験や苦しみ、クローゼットでの活動からデビューそしてワールド

ツアーの実現まで、ありのままに描いています。 

「〈自分らしさ〉って何だろう？」榎本博明 著 筑摩書房 
141-エ 
 
「自分がわからない」「人の目が気になる」…そんなことをぐるぐる考

えてしまうこともあるのでは。この本では、自分らしさをどのように捉

えたらよいのか、その方法を分かりやすく提案しています。 


